
   

（
泉
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ 

四
七
） 

 

「
白
山
神
社
は
、
そ
の
昔 

高
田

明
神
と
い
わ
れ
、
約
四
百
年
前 

武

田
の
家
臣
に
焼
か
れ
た
」
に
つ
い

て
、
当
時
は
通
路
の
な
か
っ
た
白

山
神
社
の
地
に
、
ど
う
し
て
武
田

軍
が
入
り
焼
い
た
の
か
、
そ
し
て

主
税
町
の
土
岐
川
に
近
い
と
こ
ろ

に
「
白
山
神
社
の
土
地
」
が
ど
う

し
て
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
疑
問
を
も
っ
て
い

た
が
、
こ
れ
を
解
明
し
て
み
た
い
。 

 

平
安
の
頃
か
ら
旧
土
岐
郡
一
帯

を
高
田
郷
と
称
し
て
い
た
。
後
に
、

高
田
郷
の
内 

泉
町
を
中
心
と
し

た
農
地
は
皇
室
直
轄
の
農
地
に
な

り
、「
高
田
勅
旨

て

し

田で

ん

」
と
名
付
け
ら 

れ
、
皇
室
に
収
穫
米
を
献
納
し
て
い

た
。
高
田
勅
旨
田
は
大
富
・
定
林

寺
・
河
合
・
久
尻
・
山
之
内
あ
た
り

ま
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
延
長
五
年

（
九
二
七
年
）
に
作
成
さ
れ
た
美
濃

み

の

国く

に

神
名
帳

し
ん
め
い
ち
ょ
う

に
「
従
五
位
下
高
田
明
神
」

の
名
称
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
ま
で
、
こ
の
高
田
明
神
が
現
在
の

白
山
神
社
の
位
置
に
あ
っ
た
と
推

測
さ
れ
て
い
た
。 

 

明
治
一
三
年
（
一
八
八
一
）
頃
、
大

富
村
の
庄
屋
で
あ
っ
た
今
井
柳
右

衛
門
の
作
成
に
よ
る
「
大
富
略
記
」

に
よ
れ
ば
、
明
治
六
年
迄
使
用
さ
れ

て
い
た
二
百
数
十
の
旧
小
字
名
の

中
に
「
明
神
前
」
の
地
名
が
記
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
北
側
に
隣
接
し
て

「
日ひ

の

神
子

み

こ

神
社
」
の
地
名
が
あ
っ 

 
 

泉
の
歴
史
よ
も
や
ま
話 

 

高

田

明

神

と

白

山

神

社

 
 

講 

師 

郷
土
史
同
好
会 

田
中
鈴
夫 

先
生 

 

期 

日 

平
成
十
三
年
八
月
二
日 

会 
場 

白 

山 

神 

社 

 



 
 

 

た
。
又
、
旧
「
明
神
前
」
の
東
の

地
域
に
約
千
八
百
坪
の
白
山
神
社

領
が
現
在
も
あ
り
、
こ
の
地
付
近

を
脇
街
道
が
通
っ
て
お
っ
た
の

で
、
こ
の
地
に
高
田
明
神
が
あ
っ

た
と
想
像
さ
れ
る
。 

 

又
、
当
時
の
大
富
村
地
区
全
体

の
位
置
関
係
か
ら
小
字
「
伍
所

ご

じ

ょ

」

（
旧
名
御
所
）
に
建
っ
て
い
た
土
岐

氏
の
居
城
大
富
館

お
お
と
み
や
か
た

の
鬼
門

き

も

ん

（
う
し

と
ら
）
の
方
角
に
瑞ず

い

雲
山

う

ん

ざ

ん

定
林
寺

じ

ょ

う

り

ん

じ

が
創
建
さ
れ
て
お
り
病
門

び
ょ
う
も
ん

（
ひ
つ

じ
さ
る
）
の
方
角
に
高
田
明
神
が
祀

ら
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

永
禄
の
終
わ
り
か
ら
天
正
の
初

め
の
頃
、
東
濃
一
帯
は
甲
斐
の
武

田
軍
と
尾
張
の
織
田
軍
と
の
争
い

の
接
点
と
な
り
、
東
濃
地
方
の
神

社
仏
閣
の
三
十
数
か
所
が
両
軍
に

よ
り
放
火
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。 

大
富
の
高
田
明
神
も
定
林
寺
と
共

に
武
田
軍
の
武
将
秋
山
信
友
（
岩

村
城
主 

― 

女
城
主
の
夫
で
有
名
）
の

命
に
よ
り
家
来
の
仁
木
藤
十
郎
に

よ
り
放
火
さ
れ
、
炎
上
し
て
し
ま 

っ
た
。 

 

そ
の
時
大
富
の
村
人
は
火
災
の

中
か
ら
身
を
挺
し
て
半
焼
し
か
け

て
い
た
十
一
面
観
音
を
持
ち
出
し

て
祀
り
お
き
、
約
百
二
十
年
後
の
貞

享
三
年
（
一
六
八
六
）
に
白
山
神
社

が
現
在
地
に
建
立

こ
ん
り
ゅ
う

さ
れ
る
に
当
た

り
合
祀

ご

う

し

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

後
十
一
面
観
音
は
二
回
に
わ
た
り

脚
座
、
向
背
が
修
理
さ
れ
て
い
る
。

明
治
初
年
の
神
仏
分
離
令
の
時
に

も
神
殿
奥
深
く
秘
祀
さ
れ
て
今
日

に
至
っ
て
い
る
。 

 

か
く
の
如
く
歴
史
を
た
ど
っ
て

み
る
時
、
疑
問
が
解
か
れ
、
益
々
白

山
神
社
の
淵
源

え

ん

げ

ん

の
深
さ
と
崇
高
さ

を
し
み
じ
み
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。 



  



  



  



  



 

岐阜県土岐市泉町大富地区 金幣社 大富白山神社 
平成１３年６月に作成されたものを平成２３年１１月に転載 

 

 

 

≪ 田中鈴夫先生 略歴 ≫ 
大正 4年 11月誕生 

昭和 9年(18)岐阜県立恵那郡中学校 卒業 

昭和 11年(20)岐阜県師範学校 卒業 

昭和 11年(20)土岐郡駄知尋常小学校 訓導 

昭和 17年(26)土岐郡土岐津国民学校 訓導 

昭和 19年(28)満蒙開拓青少年義勇軍第７次岐阜県送出郷土中隊長（田中隊） 

昭和 21年(30)土岐郡泉国民学校 訓導 

昭和 22年(31)土岐郡泉中学校 訓導 

昭和 29年(38)瑞浪市立瑞浪小学校 教頭 

昭和 31年(40)瑞浪市立瑞浪小学校 校長（代理 半年間） 

昭和 36年(45)岐阜県教育委員会土岐地方事務局教育主事兼社会教育主事 

昭和 39年(48)土岐市立肥田小学校 校長 

昭和 46年(55)土岐市立泉中学校 校長 

昭和 51年(60)依願退職 

昭和 53年～56年 土岐市農業委員 

昭和 56年～59年 土岐市農業委員会 会長 

昭和 56年～62年 土岐市家庭相談員 

（東濃地区協議会長３年、岐阜県協議会長１年） 

昭和 62年 以降不明 

平成 24年 3月没（96歳） 

 

 



 


